
○　本校の概要 令和7年3月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 ☑ コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

・校内も随分変わりました。また、来年度も頑張ってほし
いです。
・先生方にも明るさが見られるようになりました。
・先生方、こどもたち、共に目の輝きが変わったように思
います。
・教職員の方の能力が向上することで、児童の学習へ
の意欲・取組・興味等が向上すると思うので、教職員の
方が能力を向上できる環境づくりの推進をお願いしま
す。
・体制を充実させ、教師力も向上するために費やす校
長・副校長の業務の負担が気になります。

・全教職員で授業改善に取り組
んでいる。児童が課題をもち、そ
の課題に向かって自らすすんで
学習方法を選び探究したり、友達
と対話したりして協働的な学びを
行っている。令和７年度から始ま
る「おおたの未来づくり」科の実施
に向けて、個別最適な学びや協
働的な学びを軸に据えて、児童
一人一人に合った授業を展開し
ている。各フロアの学年集会室
や調べ学習室を開放し、児童が
自由に学べるよう環境を整備し
た。今後も社会の要請や児童の
実態に合わせてICTを有効活用
し、児童の探求、主体的・対話的
で深い学びの育成に全教職員で
取り組んでいく。
・教員が児童に向き合う時間を確
保するため、会議の精選や効率
的な時間の使い方を推進してい
る。来年度は、水曜日に設定して
いた委員会やクラブ活動を金曜
日に変え、水曜日の午後を自己
の研鑚のために使えるようにし
た。また、組織の編成も変え、教
員が働きやすい環境づくりをすす
めていく。
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保護者アンケート「こどもた
ちは、自分たちが生活する
地域に愛着をもっている」
「学校は、こどもたちの教
育や学校行事などに地域
の協力を得ている」児童ア
ンケート「私は、生活してい
る地域を大切にしている」
「おうちや地域の人は、私
が楽しく学校ですごせるよ
うに、いろいろなことをして
くれる」４：８５％以上であ
る。３：８０％以上である。
２：７５％以上である。１：７
０％未満である。

保護者アンケート「こどもた
ちは、楽しそうに学校に
通っている」「教職員は、こ
どもたち一人一人に誠意
をもって、教育にあたって
いる」児童アンケート「私
は、学校が楽しい」「先生
は、ねっしんに勉強を教え
てくれる」４：８５％以上で
ある。３：８０％以上であ
る。２：７５％以上である。
１：７０％以上である。

２：

１：

保護者アンケート「こどもた
ちは、思いやりをもって、友
達と仲よく生活している」
「こどもたちは、積極的に
運動したり、健康的な生活
をしたりしている」「こどもた
ち一人一人が大切にされ、
認められる学校になってい
る」児童アンケート「私は、
友達となかよくしている」
「自分から進んで運動をし
て、健康的な生活をしてい
る」４：８５％以上である。
３：８０％以上である。２：７
５％以上である。１：７０％
以上である。

４：
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態度
を育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・こどもたちに積極性が見られると感じます。
・担任が年間の計画を早めに立てることが重要と考えま
す。

・広告・テレビ・新聞等にカタカナ言葉がどんどん多くなっ
ている現実をこどもたちはどこまで感じているであろう
か。せめて身辺にあふれているカタカナ言葉を見て、調
べる力を付けてほしい。
・1・2年から外国語に慣れ、親しむことは大変よいこと思
います。今後も外国語を覚える楽しさを教えてあげてく
ださい。
・②と③は難しいですね。調べることはできますが、体
験としてはなかなかできない。これも担任の年間計画
の早さが影響します。

・人間として基礎になる力の部分は、家庭生活の中で
培われていくことが大きいと思われます。家族間が平和
であるように親は考えています。
・知力・体力の向上及び道徳心を培うことは、人間の成
長に必要なことです。今後ともよろしくご指導をお願いし
ます。
・小中一貫に関しては、見えない部分が多いです。た
だ、イメージとしてはどこまでできるのかという感じで捉
えています。

保護者アンケート「こどもた
ちは、学習が分かり、基礎
的な学力が身に付いてい
る」「こどもたちは、様々な
体験を通して、自ら学び、
自ら考える力が身に付い
てきている」児童アンケー
ト「毎日のべんきょうがわ
かる」「自分で調べたり考
えたりして、いろいろなこと
を学んだりする力が身につ
いてきている」４：８５％以
上である。３：８０％以上で
ある。２：７５％以上であ
る。１：７０％未満である。
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成果
評価

令和６年度　大田区立大森第四小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・昭和８年開校、今年度は開校９１年目を迎える。児童数５１２名、学級数１８、教員巣２５名である。なお、今年度より学びの多様化学校分教室「みらい学園初等部」を開室した。今年度の学校経営方針は「勇気をもってチャレンジ」をキーワードとし、得意でないもの経験したことのないものであっても勇
気をもって挑戦するとともに事後の振りかえりを充実することで自己肯定感を高める。また、教育活動の工夫と改善を図り「一人一人が認められ、みんなが明るく、学び合い、充実感・達成感を味わえる学校」の実現を目指し、保護者、地域、関係機関とともに取り組む。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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3

学校関係者記入欄
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Ｃ

３：

３：

・生活科、社会科、総合的な学習
の時間等で、地域の特色を生か
したものづくりの体験活動を行っ
てきた。「おおた教育ビジョン」を
もとに教育計画の見直しを行っ
た。今年度は、令和７年度から実
施される区独自教科「おおたの未
来づくり」を校内研究に位置付
け、単元開発を研究テーマとして
研究を重ねてきている。児童自ら
課題を設定し、主体的に考え、課
題を解決する力が少しずつ身に
付いている。次年度の全面実施
に向け今後本格的に実施する
が、１から４年生までは「素地つく
り」を丁寧に行い、５・６年生の学
習にスムーズに移行できるように
指導していく。そして、５・６年生
は、他者との対話と試行錯誤を
通し、自ら学び続ける力を育成で
きるよう指導をしていく。
・一人１台端末等のICT機器は、
各学級で日常的に使用してい
る。各教科で場面に応じて適切
に授業に取り入れている。

4

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

6

目標に対する成果指標

４：
　

　○

２：

１：

3

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

Ｃ

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

Ｄ

Ａ 5

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

・外国語の学習は、５・６年生が
年間７０時間、３・４年生が３５時
間、１・２年生が８時間、ALTと担
任で授業を行っている。児童が
ALT、担任とで授業に十分に慣
れ、発達段階に応じて児童一人
一人が楽しく学べる授業が展開
されている。今後とも、ALTと専
科教員と担任で連携した授業づく
りが求められる。教員の授業力
向上を目指していく。また、１・２
年の外国語活動が意欲的に外国
語に慣れ親しむ態度を育てる素
地につながるよう指導していく。

4

・年間35時間の道徳科の学習を
中心に、自分や友達、教材との
対話を通して、道徳的心情や態
度を養うため、児童の心に響く授
業づくりを工夫してきた。また、２
月の「道徳授業地区公開講座」で
は、「生命尊重」をテーマとした授
業を全学級で展開した。午後は
講演会を実施、「生命の大切さ」
について学ぶ機会を設けている。
学校、家庭、地域が一体となって
道徳教育を推進した。
・大四算数検定は、年２回（東京
ベーシックドリルを活用）、大田区
の漢字検定は年１回行った。日
頃から問題に取り組み、学力の
定着を図っている。また、各教科
の「授業改善推進プラン」を活用
し、日々の授業改善に取り組ん
でいる。
・算数の授業等で少人数指導を
実施している。１・２年は４クラス
展開、３～６年は５クラス展開で
行い、個別最適な学びを育んで
いる。
・児童アンケート「自分からすすん
で運動をして、健康的な生活をし
ている」は、89％の児童が肯定的
な評価をし、主体的に運動に取り
組んでいる。
・地域連携部を中心に「小中一貫
の会」を中学校と連携し、年４回
授業研究、情報交換を行った。各
校種の特色に応じた授業づくりを
互いに知り、連携することで、中
学校へのスムーズな接続を行っ
ていく。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

2

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④社会の要請及び児童の実態を踏まえ、
指導方法を改善し続けている。

3

3

2

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。

3

3
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１：

学校独自で取組内容を追加設定することもできる。



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

4

・大きな事故もなく、年度を終えることは素晴らしいこと
と思います。
・今後も地域と連携し、児童の安全確保をお願いしま
す。
・学校公開をもっと増やしてほしい。

・次年度から導入予定のコニュニティスクール開設に向
けて、地域との連携をさらに推進してください。
・地域の方のご協力合っての授業が今後も変わらず続
いていくよう、連携をきちんととっていくことが大切。
・家庭教育は、必至で、とても大切。学校に丸投げにな
らないよう、保護者との関係性も大事。
・コロナ禍でのこどもたちの生気のない行動を思い出す
につけ、学校行事・地域行事の皆様の協力の中でこど
もたちは育っていると実感いたします。

・難しい課題だと思います。20年くらい前は、スクールカ
ウンセラーなどもいない状況ですが、今は何が変わった
のかみえません。要はマニュアルも大事ですが、親身
なって取り組むことが大事です。その辺りの情報をもう
少し知りたいです。
・いじめ問題は大変難しい問題であり、根絶できていな
いのが現状。今後も対応に力を入れていただきたい。
・サポートルームは、充実しているように思います。
・学校公開等でも見えにくい部分であり、評価はできま
せん。

・サポートルームや関係諸機関等
との連携を強化し、児童一人一
人の困り感に合わせて授業を展
開している。また、特別支援教育
の研修を年３回実施し、教員の資
質・向上を目指している。
・いじめ防止基本方針に沿って、
全教員がいじめの未然防止、早
期発見、早期対応等の意識の向
上を図っている。週２回の生活指
導連絡会に加えて、月１回実施し
ているいじめ防止委員会では、各
学級での児童の様子を全教職員
に周知している。全教職員で他
学年、他学級の児童を見守る体
制づくりを行っている。
・児童が安心、安全に生活できる
ようアンテナをはり、関係諸機関
とも日頃から連携を取り合ってい
る。

4

Ｃ

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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Ａ 5

Ｂ

・月１回、全教職員で安全点検を
行い、危険個所のチェックを行っ
ている。優れた地域教材を授業
で活用したり、地域の方々にも協
力いただき、児童の登下校の見
守りもしたりしている。今後も地域
と協力し、児童が地域や学校の
中でいきいきと過ごせる環境づく
りを目指す。
・安全指導、避難訓練ともに月１
回ずつ内容を変えて行っている。
様々な状況に対応できるよう、児
童の危機管理能力を高める指導
を進めている。また、警察や大田
区に協力を依頼し、セーフティ教
室や交通安全教室を全学年で、
自転車教室を３年生、下校指導を
１年生に行っている。今後も自然
災害に対応する力や防犯意識を
高める指導を行っていく。
・学校の教育活動の様子を学校
公開、行事、文書、ホームページ
等で積極的に伝えている。来年
度は、年４回の学校公開、年３回
の保護者会（５時間目のみ公
開）、年２回の個人面談（12月は
希望制）、運動会、学芸会を予定
している。今後も教育活動の様
子を積極的に伝えていく。

保護者アンケート「こどもた
ち一人一人が大切にされ、
認められる学校になってい
る」「こどもの学習や生活
について、担任や他の教
職員に相談できる学校に
なっている」児童アンケート
「先生は、自分のことをよく
見てほめたり、注意したり
してくれる」「困ったことが
あるとき、担任の先生や他
の先生、主事さんなどが話
を聞いてくれたり、助けてく
れたりする」４：８５％以上
である。３：８０％以上であ
る。２：７５％以上である。
１：７０％以上である。

４：
　

　○

１：
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

２：

３：

４：
　

　○

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

保護者アンケート「こどもた
ちは、楽しそうに学校に
通っている」「学校は、教育
方針や教育活動の様子を
伝える努力をしている」児
童アンケート「私は、おうち
の人に学校のことをよく聞
いてくれる」「おうちの人
は、私に学校のことをよく
聞いてくれる」４：８５％以
上である。３：８０％以上で
ある。２：７５％以上であ
る。１：７０％以上である。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③教育活動の様子を学校公開、行事、文
書、HPなどで伝えている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

2

3

3

3

保護者アンケート「学校
は、こどもたちの教育や学
校行事などに地域の協力
を得ている」「家庭・地域
は、学校に対してそれぞれ
の役割を果たし、連携・協
力している」児童アンケー
ト「おうちや地域の人は、
私が楽しく学校で過ごせる
ように、いろいろなことをし
てくれる」４：８５％以上で
ある。３：８０％以上であ
る。２：７５％以上である。
１：７０％以上である。

・地域連絡教育協議会等で本校
の教育活動についてご理解をい
ただくとともに、地域の要望を聞
きながら、学校運営を進めてき
た。
今後とも、地域行事への参加等
もしながら、学校が地域コミュニ
ティの核となり、地域と協働して
教育活動を充実させていく。
・長期休業中のラジオ体操や水
遊び、保護者・地域と協力した行
事を通して、児童の健全育成や
安全指導に係る取組を実施でき
た。
・次年度のコミュニティスクールの
開設に向けて、地域の方々との
連携基盤を大事にし、こどもたち
を見守っていただけるよう仕組み
づくりを行っていく。
・保育園や特別出張所などの研
修にも参加し、家庭教育等に関
する情報発信を行った。
引き続き、学校からのお便りや
ホームページの充実も図りつつ、
講演会や学習会等にも参加し
て、情報発信をおこなっていく。
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